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確かな学力の育成 と評価の在 り方
一 「CAN-DOリ ス ト」 の 形 で の 学 習到 達 目標 設 定 と評 価 一

1.は じめに

　 2011年6月 に 「外 国語 能力の向上に関す る検討会 」

が と りま とめた 「国際共通語 としての英語 力向上のた

めの5つ の提言 と具体的施策 」(文 部科学省,2011)に

おいて,各 中 ・高等学校 が学習指導要領 に基づき,生

徒 に求め られ る英語 力 を達成す るための学習到達 目標

を 「CAN-DOリ ス ト」の形で具体的に設 定す ることに

ついて提言 がな され た。 そ して,こ の提 言に基づいて

『外 国語教 育にお ける 「CAN-DOリ ス ト」の形での学

習到 達 目標設 定に関す る検討会議(第1回)』(2012年

8月28日)が 開催 された。 当該検討 会議 におけ る配 付

資料(文 部科学省,2012)に おいて,『 外 国語 教育にお

け る 「CAN-DOリ ス ト」の形での学習到 達 目標設 定に

係 る検討 におけ る基 本的考え方(案)』 の中で,「 学習

到達 目標は学習指導要領 を踏 まえて設定す る」 ことや,

「観 点別 学習状 況の評価 等,学 習指 導要領 に基づ く学

習評価 との整合性 を保持 した上で設 定す る」 こと,さ

らに 「主 として教員 が生徒の指 導 と評価 の改善のため

に活 用す ることを 目的 として設 定す る」 ことが確認 さ

れてい る。 そ して,2013年3月 には,文 部科学省 か ら

『各中 ・高等学校の外国語教育 にお ける 「CAN-DOリ

ス ト」の形 での学習到達 目標設 定のための手引き』 が

作成 され,公 表 され た。

　提 言に基 づ く一連 の施 策は,新 学習指 導要領 の着 実

な実 施 を推 し進 め るた め に計画 され た もの で あ り,

「CAN-DOリ ス ト」の形 での学習到 達 目標設 定は学習

指導要領 に基づいた上で,観 点別 学習状 況の評価 と相

まって設 定 され るべき ものであ ると考 えられ る。

2　 研究の目的

本研究は学習到達 目標を設定するにあた り,目 標を
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達成 してい るか どうかの評価 を,小 中高12年 間 を見通

した 「CAN-DOリ ス ト」の中で体 系化 し,そ れぞれの

能力記述文 を作成す る とともに,そ の技能 を測 るた め

の評価課題 の事例 を提案す るこ とを 目的 とした。

3.CAN-DOリ ス ト作成過程

　 目標の達成 は,単 元の 中で成 され る と思われ るもの

もあれば,複 数の単元 を経た り,1学 期間 にわた って

指導 を加 えた りした後 に達成 され る と考 え られ るもの

もある。したがって,評 価場 面は 「活動 の観察」「ワー

クシー ト」「定期考査」な ど,観 点別学習状況の評価 に

資す るよ う日常の授業 との関連で行われ るよ うに配慮

す ると ともに,評 価機会 はで きるだ け多 く設定で きる

よ うに した。

　また,広 島大学附属小学校(以 下,「 附属小学校」)

が平成25年 度 よ り1年 生か ら英語科 として体制 を整 え

た 。 この こ とは,本 校 にお け る6年 間 を見 通 した

「CAN-DOリ ス ト」 を作成す るだけではな く,附 属小

学校 との連携 の必要性があ ることを意味 した。そ こで,

「CAN-DOリ ス ト」は小学校1年 生か ら高等学校3年

生までの12年 間 にわた るもの を作成の 目標 とした。

　 「CAN-DOリ ス ト」作成 にあたっては,能 力記述子

が4技 能 を用いて何がで きるよ うにな るか を表 した能

力記述文で設定す るこ とと し,目 標の達成 を数値 目標

の達成 に置 き換 えない ことを旨 とした。なぜな ら,高

校3年 生で 「読む こ と」におけ る目標 として,「 大学入

試セ ンター試験 レベ ルの英文600語 程度 を120WPMの

速度で読んで,そ の概要 が把握 できる。」とい う目標 を

設定 して しま うと,大 学入試 セ ンター試 験 レベルの英

文 とは他 に どの よ うな英文の こ とを意味す るのか,ま

た120WPMの 速 度 で読 まな けれ ばな らない根 拠 は何
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か,と いった疑 問 を生 じることにな り,一 見具体的な

数値 が示 されていて 目標 が明 らかな よ うではあ る一方

で,そ の能 力を用いて どの よ うな英語使 用が可能なの

かが不明 とな るか らであ る。

　 もちろん,具 体的な数値 目標 を掲げて,そ の 目標 を

達成 させ る指導 に意 義があ ることに疑いの余地はない

が,「CAN-DOリ ス ト」 にお ける表現 は,数 値 目標 の

達成 に よ り習得 され た知識や能 力 を活用 して,英 語 を

使 って何 ができ るか といった,よ りホ リステ ィックな

表 現でなければな らず,数 値 目標 の達成 は 「CAN-DO

リス ト」の能力 記述 文において示 された技能を担保 す

る下位 項 目での達成 目標 と見な され るべきであ る。 そ

の よ うな下位項 目の達成 目標 を 日常的に評価 す ること

に よって,「CAN-DOリ ス ト」の能力記 述文 にお いて

示 された技 能が身についた と見なすべ きであ ると考え

られ る。

　 また,外 部検 定試 験 として広 く利 用 されてい る実用

英語 技能検定試験やGTEC　 for　STUDENTSな どにつ

いては,受 験結果 を外部 指標 として補 足的に活用す る

ことも可能 であ ると した上で,受 験 結果 その ものが 目

標 とな るべ きでは ない とされ てお り(文 部科 学省,

2013),本 校 で作成す る 「CAN-DOリ ス ト」 にお いて

は級や グ レー ドを達成 目標 として示 さない こと とし

た。

　 なお,「CAN-DOリ ス ト」作成 にお いて,小 学校5・

6年 生 と中学校1年 生,お よび中学校3年 生 と高等学

校1年 生 では,CEFR-Jに お ける同 じ レベル の能力 記

述子 を用いてい るが,こ れは同 じ能力記述子 であって

も言語 の使 用場 面や 言語 の働 きの組 み合 わせ に よって

は,言 語活動 によって技能 レベル に差が存在す ると思

われたた めで あ り,ま た小 中お よび 中高間の 円滑な接

続 を促すた めにも,シ ー ム レスな技能 レベルの高ま り

を促 す指導 を期待 したた めで ある。 よって,そ の間の

技能 レベルの高ま りの記述 については,学 習指導要領

にお ける記述 を参考 に して示 してい る。

　以上の こ とを踏ま え,CEFR-J　 V6rsion　 1.0(投 野,

2012)に 示 された レベルPreA1か らB1.2ま で を小学校

1年 生か ら高等学校3年 生まで に配置 した上で,学 習

指導要領 に示 された言語活動の 中か らそれぞれの レベ

ル に相 当す るものを選択 し,能 力記述文 の形で示 した。

(表2,3,4)

　一方で,中 学校学習指導要領 の 目標 は学年 ご とに設

定 されてお らず,中 学校3年 間の指導で身 に付 ける 目

標 とな ってい る。そのた め,学 年 ご とに達成すべ き 目

標 を示すた めに,学 習指導要領 の指導事項 を基 に評価

規準 を設 け,そ れぞれの評価規準 を満た した と判定 さ

れ る基準 を3段 階で示 した4技 能 についての活用力の

ルーブ リック(松 浦 ほか,2012)を 参考 に した。

4.評 価方法 と評価時期

　評価 については,技 能評価の安定性 を保証す るた め

に,同 レベル 同技能 に関 して は複数回評価す ることが

好ま しい と考 えた。 したが って,多 様 な評価方法 を学

年 ごとに集 約 し,レ ベル ご とに教員間で評価が共有で

きるよ うに学年 ご との評価 フ レー ム(表1)を 作成 し

た。 この評価 フ レー ムで は,中 高の6年 間 を見通 して

各学期 に1回 のパ フォーマ ンス ・アセスメン トを行 う。

表1　 CAN-DOテ ス ト ・パ ッ ク(バ ッ テ リー)Fuzoku

1学 期 2学 期 3学 期 実力 ・学年テ ス ト

高
皿

Academic　 Listening
Academic　 Writing

(Multiparagraph)

高
H

Daily　 Listening

Academic　 Writing

(Single　 Paragraph)

Prepared　 Speech

(Presentation)

Critical　 Reading

Specific　 Purpose

Reading　 Advanced

高
1

Specific　 Purpose

　　　Listening

　　　　　Quick　 writing

(word→phrase->sentence)

Spontaneous　 Speech

　　(Personal　 Talk)

　　　　　Skimming

　　Specific　 Purpose

Reading　 Intermediate

中
3

Daily　 Listening　 Basic

Personal　 Spoken

　 Conversation

Sentence　 Writing

Specific　 Purpose

Reading　 Basic

中
2

Specific　 Purpose

　　　Listening

Conventional　 Speaking

Personal　 Written

　 Conversation

Fun　 Reading

(Narrative)

中
1

Classroom　 Listening Classroom　 Speaking

Classroom　 Writing

　　(N・te　 Taking)

Classroom　 Reading
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　 また,各 テス トについてGrade　 1～5で ス コア付 けし

て,形 成 的アセスメ ン トを行 い,学 年 末に総括的に個

人プ ロフ ァイル 作成 した上で,観 点別 学習状況の総 括

資料 とす る。 さらに,パ フォーマ ンス ・アセスメ ン ト

に向けての指導 は帯活動 の形 で継続 的に行 い,指 導過

程 については全 ク ラス共通に行 うこととしてい る。

5.評 価 の事例①

(1)小 学校 定期 テス ト①

　評価 の対象:小 学校3年 生

　評価 の観 点:外 国語理解 の能 力

　評価 規準:

●CEFR-J　 【A1.2】 「聞 くこ と」

　 ・趣 味や スポーツ,部 活動 な どの身近な トピックに

　　関す る短い話 を,ゆ っ くりはっき りと話 されれ ば,

　　理解す ることがで きる。

　 ・日常生活 の身近な トピックについての話 を,ゆ っ

　　 く りはっ き りと話 されれば,場 所や 時間等の具体

　　的な情報 を聞き とることができ る。

●技能 「聞 くこと」

　② 自然な 口調 で話 され た り読 まれ た りす る英語 を聞

　　いて,情 報 を正確 に聞き取 ることがで きる。

　 【特定の身近 な場 面において,ゆ っ く りはっき りと

　　話 され る英語 を聞いて,大 まかな内容 を理解す る】

　③ 質問や依頼 な どを聞いて適切 に応 じることができ

　　 る。

　 【や さしい英語 の質問や指示 を聞いて,簡 単な言葉

　　や動 作で応 じる】

(2)小 学校 定期 テス ト②

　評価 の対象:小 学校3年 生

　評価 の観 点:外 国語理解 の能 力

　評価規 準:

●CEFR-J　 【PreA1】 【A1.1】 「読む こ と」

　 ・口頭活動 で既 に慣れ親 しんだ絵本 の中の単語 を見

　　つけ ることができ る。

　 ・「駐車禁止」,「飲食禁止」等の 日常生活で使 われ る

　　非常に短い簡 単な指 示を読 み,理 解 す ることがで

　　き る。

　 ・フ ァース トフー ド・レス トランの,絵 や 写真 がっ

　　いたメニューを理解 し,選 ぶ ことがで きる。

●技能 「読 む こと」

　① 文字や符 号を識別 し,正 しく読 む ことができ る。

　 【アル フ ァベ ッ トの大文字 ・小文字 を識別 し,正 し

　　 く読 む】

　 【口頭活動 で既 に慣れ親 しんだ簡 単な単語 を見つけ

　　た り,発 音(音 読)し た りす る】

(3)指 導 と評価結果

　 定期テス ト①で は,1日 の生活 についての時刻 を

尋ね る表現 を学習 した後,図1の よ うな設問 を設 け

た。

　小学校3年 生で は,指 導の段階で文字の提示はす る

ものの,自 分だ けの力で全ての英語 を読んで理解す る

こ とまで は求 めていない。したがって,出 題 の際 には,

図1の ス ライ ドを提 示 し,教 師 が問い("No.2　 What

time　do　you　watch　 TV?")と 選択肢全 てを読 み上げ,

児童は聞 き取 った ものの 中か ら最 も適切で ある と思わ

れ る応答 を解答用紙のA～Cの 記号の 中か ら選択す る

形式 を とった。

　定期テス ト②は,帯 学習で フォニ ックスの指導 を行

い,音 素のみの組み合わせで構 成 され る単語 はある程

度読 めるよ うにな るまで指導 を行 った後 に実施 した。

テス ト(図2)で は教師が発音す る単語 を聞いて,正

しい もの を1～3の 中か ら選択 した。 なお,扱 う単語

は全て児童の既習また は容易 に意味 を推測で きるもの

とした。

　 「聞 くこ と」「読む こと」とも結果は概 ね良好で8割

の児童が正答 を選択 した。小学校でテス トを実施す る

こ とについて は,「英語嫌 い」を作 るこ とが懸念 された

が,適 切 に評価 ・フィー ドバ ックをす るこ とで児童の

英語力の基盤 作 りに寄与す るもの と考 えてい る。
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6.評 価 の事例②

(1)テ ス トパ ック　 "Classroom　 Listening"

　評価 の対象:中 学校1年 生

　評価 の観 点:外 国語理解 の能 力

　評価 規準:

●CEFR-J　 【A1.3】 「聞 くこ と」

　 ・ゆっ く りはっ き りと話 され れば,自 分 自身や 自分

　　の家族 ・学校 ・地域 な どの身の回 りの事柄 に関連

　　 した句 や表 現を理解 す ることがで きる。

　 ・(買い物や外食 などで)簡 単な用 をたすのに必要な

　　指示や説 明を,ゆ っ く りはっき りと話 されれ ば,

　　理解す ることがで きる。

●学習指導 要領 「聞 くこと」

　① 話 され てい る内容 か ら話 し手の意向を聞き取 るこ

　　 とができ る。

　 【質問を聞いて意 向 を理解す る】

　② 自然な 口調 で話 され た り読 まれ た りす る英語を聞

　　いて,情 報 を正確 に聴 き取 ることがで きる。

　 【ゆっ く りはっ き りとした速 さ】

　③ 質問や依頼 な どを聞いて,簡 単な言葉や 動作な ど

　　で適切 に応 じることができ る。

　 【指示 を聞いて,適 切 に行動 す る】

(2)テ ス トパ ック　 "Classroom　 Speaking"

　評価 の対象:中 学校1年 生

　評価 の観 点:外 国語表 現の能 力

　評価規 準:

●CEFR-J　 【A1.3】 「話す こ と ・や りと り」

　 ・趣 味,部 活 動な どのな じみのあ る トピックに関 し

　　て,は っ き りと話 されれば,簡 単な質疑応答 をす

　　 ることができ る。

　 ・基本 的な語 や言 い回 しを使 って,人 を誘 った り,

　　誘 いを受けた り,断 った りす ることができ る。

●学習指導要領 「話 す こと」

　① 聞き手を意識 して,強 調 した り繰 り返 した りして

　　話す ことができ る。

　 【相手の要求に応 じて繰 り返 した りして話 す】

　② 尋ね られた ことに対 して,適 切 に応 答す ることが

　　でき る。

　 【身のまわ りの事柄 に関す る質問に対 して応答す る】

　③ 場面や 状況 にふ さわ しい表 現 を用いて話 す ことが

　　でき る。

　 【聞き直す,相 手の発 言を繰 り返 すな どの,コ ミュ

　　ニケーシ ョンを円滑にす る表 現を使 って話す 】

う表現 に分 けて指導 した。帯活動で音読 ・暗唱 ・ペア

ワー クな どで練習 し,習 熟(聞 いてわか る ・自分で言

える)を 図った。「聞 くこと」に関 して は図3の よ うな

小テス トを行い,「 話す こ と」に関 しては,授 業 中に生

徒個人 に発話 させ るパ フォーマ ンス ・テス トを行い評

価 した。

　 ほとん どの生徒が良好な習熟状況で あったが,一 部

不振な生徒 にはフォローア ップの指導 を行 った。

先生の言 う英語を聞いて,そ の意 味を選 択肢よ り選

び,記 号で答えな さい。

(1)さ あ,始 めま しょ う。

(2)授 業の準備 を しな さい。

(3)黒 板 を消 して くだ さい。

(4)誰 がや らなければな らないのですか。

(5)立 ち上が りな さい。

(6)座 りな さい。

(7)教 科書 を出 しな さい。

(8)教 科書 を閉 じな さい。

(9)教 科書 を見てはい けませ ん。

(10)ペ アにな りな さい。

(11)4人 グル ープ を作 りな さい。

(12)パ ー トナー と向かいあいな さい。

(13)机 を寄せ て くっつ けな さい。

(14)机 の上の物 を全部片付 けな さい。

(15)じ ゃん けん して勝者 を決 めな さい。

(16)誰 が最初 にや る?

(17)敗 者 は教科書 を音読 します。

(18)ワ ー クシー トに名 前を書 きな さい。

(19)パ ー トナー を替 えな さい。

(20)1座 席分時計回 りに移動 しな さい。

(21)自 分の座 席 に戻 りな さい。

(22)モ デル音声 を聴 きな さい。

(23)私 の言 うことをまね して言いな さい。

(24)も う一度。

(25)同 じことをや りな さい。

(26)英 語 で言いな さい。

(27)黒 板 を見な さい。

(28)前 に出て来な さい。

(29)挙 手 しな さい。

(30)大 きな声で,は っき りと言いな さい。

(3)指 導 と評価結 果

Classroom　 Englishを,教 員 が使 う表現 と生徒 が使

図3　 Classroom　 English　 Vol.1問 題

7.評 価の事例③

(1)テ ス トパ ック

　　　Academic　 Writing,(Multiparagraph)

　評価の対象:高 等学校3年 生(旧 課程履修)

　評価の観 点:外 国語表現の能力

　評価規準:

●CEFR-J　 【B1.2】 「書 くこ と」

　 ・新聞記事や映画な どについて,専 門的でない語彙

　　や複雑で ない文法構造 を用いて,自 分の意見 を含

　　 めて,あ らす じをま とめた り,基 本的 な内容 を報

　　告 した りす るこ とがで きる。

一122一



　　・物事の順序 に従 って,旅 行 記や 自分史,身 近なエ

　　　ピソー ドな どの物語 文を,い くつかのパ ラグ ラフ

　　　で書 くことができ る。 また,近 況 を詳 しく伝 える

　　　個 人的な手紙 を書 くことができ る。

●学習指導 要領

　　【コミュニケーシ ョン英語 皿】

　　・論理の一貫性,段 落のつなが りな どに注 目して,

　　　複数 の段 落か らな る,ま とま りのあ る文章を書 く

　　　ことができ る。

　　【英言吾表 現H】

　　・内容 を読み返 した り,他 の意 見を参 考に した りし

　　　て,自 分で文章を推 敲す ることができ る。

　　・論点や根拠 な どを明確 にす るとともに,文 章の構

　　　成や 図表 との関連,表 現の工夫 な どを考えなが ら

　　　書 くことができ る。

(2)指 導 と評価結果

　　言語の使用場面を 「手紙や電子メールのや りとり」

とし,言 語の働きを 「相手の行動を促す:助 言」と設

定した。手紙や電子メールにおいて使用され る特有の

表現や助言に用いられる助動詞などを指導した後,練

習を行った。定期テス トにおいて図4よ うな問いを出

題 し,評 価 した。評価は求められた分量を書いている

かどうか,助 言 として一貫性のある内容であるかどう

か,文 法的正確 さなどの観点から評価 した。

　　1'mamember　 of　the　 brass　 band　 club　 at　school.

Sometimes　 I'm　 too　 busy　 with　 my　 own　 things,　 and

other　 members　 in　my　 grade　 often　 help　 me　 out.

　　Though　 I　am　 like　 this,　 I　want　 to　be　 a　secretary

in　the　 future.　 One　 reason　 is　that　 I　really　 want　 to

be　 a　cool　 woman　 in　a　business　 suit,　 but　 the　 largest

motivation　 is　that　 there　 is　a　person　 I　really　 want

to　work　 for.　 It's　someone　 whom　 I　adore　 and　 am

dying　 to　 meet,　 and　 I　hope　 I　could　 learn　 many

things　 while　 working　 beside　 this　 person.

　　But　 I　know　 a　job　 as　a　secretary　 means　 having　 to

go　 along　 with　 whatever　 the　 president　 or　 boss

wants　 and　 to　support　 them.　 I　don't　 think　 it　is　a

job　 that　 someone　 like　 me,　 who　 does　 things　 at　my

own　 pace,　 can　 fulfill.

　　Thinking　 I　should　 not　 be　 like　 this,　 I　tried　 to　do

things　 at　other　 people's　 paces,　 but　 it　didn't　 work

well.　 How　 can　 I　change?

S,Yamaguchi　 Prefecture

Dear　 Ms.　 S:

　 You　 observe　 yourself　 so　well　 at　such　 a　young　 age.

　 1'malso　 impressed　 by　 your　 attitude　 of　trying　 to

improve　 yourself　 to　reach　 your　 goal.　 The　 person

whom　 you　 admire　 must　 be　 amazing　 indeed.

図4　 Academic　 Writing,(Multi　 Paragraph)問 題

問い

　　次の英文は中学校3年 生の女子が新聞の人生相

談欄に寄せた相談内容 と,そ れに対す る助言の一部
である。 この書き出しに続ける形で,解 答欄に収ま

る範囲で助言を完成 させなさい。なお,解 答欄は1

行につき10語～12語 を 目安として,6行 以上は使用

すること。

`Daily　 Yomluri"Friday
,　November　 22,2013

Going　 at　my　 own　 pace　 feels　 like　a　bad　 habit

Dear　 Troubleshooter

　 1'magirl　 in　the　 third　 year　 of　middle　 school.　 I

hate　 my　 own　 personality,　 but　 I　don't　 know　 what　 to

do.

　 Itake　 everything　 at　my　 own　 pace.　 To　put　 it　in

abad　 light,　 this　 can　 also　 be　called　 self-centered.

　 As　 I　prefer　 to　act　alone　 rather　 than　 in　a　group,　 I

always　 cause　 problems　 for　others.

　評価結果は概 ね良好で あった。解答のい くつか を助

言 内容 によって整理 し,テ ス ト後 フィー ドバ ックを し

た。図5は 十分満足で きる と判断 した解答例で ある。

・You　 do　 not　 have　 to　worry　 about　 your　 future .　 You

have　 enough　 time　 to　 change　 yourself,　 and　 have

your　 great　 ability　 which　 has　 still　 been　 unclear.

　In　fact,　 it　is　so　good　 that　 you　 just　 understand　 your

bad　 point,　 because　 many　 people　 do　 not　 usually

try　 to　admit　 their　 negative　 sides.　 Moreover,　 the

fact　 that　 you　 think　 you　 would　 like　 to　 change

yourself　 is　wonderful.　 Believe　 in　yourself!

・Ihave　 two　 pieces　 of　advice　 for　 you .　 First,　 you

should　 calm　 down　 and　 pay　 attention　 to　 other

people　 carefully.　 Then,　 you　 can　 realize　 what　 to

do　 next.　 Second,　 you　 should　 help　 your　 family

with　 their　 housework.　 It　 can　 develop　 your

ability　 to　 pay　 attention　 to　 others,　 which　 is

important　 to　be　 a　secretary.

図5　 Academic　 Writing,(Multi　 Paragraph)解 答 例
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1・2年 生

CEFR-J　 【PreA1】
・ゆっくりはっきり話されれば、日常の身近な単語を聞き取ることができる.
・英語の文字が発音されるのを聞いて、どの文字かわかる。
【A1.1】
・当人に向かって、ゆっくりはっきりと話されれば、「立て」「座れ」「止まれ」といった短い簡単な

指示を理解することができる。
・日常生活に必要な重要な情報(数字、品物の値段、日付、曜日など)を、ゆっくりはっきりと話
されれば、聞きとることができる。

・強勢 イントネーション,区 切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく聞き取ることが

できる。
【アルファベットの文字を聞き取る】
【日常の身近な単語を聞き取る】
②自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、ll青報を正確に聞き取ることができる。
【身近な場面において、ゆっくりはっきりと話される英語を聞いて、大まかな内容を理解する】
③質問や依頼などを聞いて適切に応じることができる。
【身近な場面において、やさしい英語の質問・依頼・指示を聞いて、簡単な言葉や動作で応じ
る】

CEFR-J　 【PreA1】
・ブロック体で書かれた大文字 ・小 文字がわかる。

①文字や符号を識別し,正しく読むことができる。
【アルファベットの大文字・小文字を識別し、正しく読む】

CEFR-J　 【PreA1】
・基礎的な語句を使って,「助けて!」や「～が欲しい」などの自分の要求を伝えることができる。
また,必要があれば,欲 しいものを指さししながら自分の意思を伝えることが出来る。
・一般的な定型の日常の挨拶や季節の挨拶をしたり、そうした挨拶に応答したりすることができ
る。

CEFR-J　 【PreA1】
・簡単な語や基礎的な句を用いて、自分についてのごく限られた情報(名 前、年齢など)を伝え

ることができる。
CEFR-J　 【PreA1】
・前もって用意した上で、基礎的な語句、定型表現を用いて、人前で実物などを見せながらその
物を説明することができる。

・強勢 イントネーション,区 切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、英語らしく発音する
ことができる。

【簡単な語句や表現を英語らしく発音する】
①聞き手を意識して,話すことができる。
【適切な声量・アイコンタクト・表情を意識して話す】
②尋ねられたことに対して,適切に応答することができる。
【やさしい英語の質問・依頼・指示を聞いて、簡単な言葉や動作で応じる】
⑤適切な音量や明瞭さで話すことができる。
【適切な声量・アイコンタクト・表情を意識して話す】

3・4年 生

CEFR-J　 【A1.2】
・趣味やスポーツ、部活動などの身近なトピックに関する短い話を、ゆっくりはっきりと話されれば、
理解することができる。
・日常生活の身近なトピックについての話を、ゆっくりはっきりと話されれば、場所や時間等の具体
的なll青報を聞きとることができる。

②自然なロ調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確に聞き取ることができる。
【身近な場面において、ゆっくりはっきりと話される英語を聞いて、内容を理解する】③
質問や依頼などを聞いて適切に応じることができる。

【やさしい英語の質問・依頼・指示を聞いて、簡単な言葉や動作で応じる】

CEFR-J　 【PreA1】
・ロ頭活動で既にll貫れ親 しんだ絵 本の中の単 語を見つ けることができる。

CEFR-J　 【A1.1】
・「駐車 禁止」、「飲食禁止 」等の 日常生活で使われ る非常に短 い簡単 な指 示を読み 、理解すること
が できる。
・ファーストフード・レス トランの 、絵や写 真がついたメニューを理解し、選 ぶことができる。

①文字や符号を識別し,正しく読むことができる。
【アルファベットの大文字・小文字を識別し、正しく読む】
【口頭活動で既に慣れ親しんだ簡単な単語を見つけたり、音読(発音)したりする】

CEFR-J　 【A1.1】
・なじみのある定型表現を使って、時間・日にち・場所について質問したり、質問に答えたりすること
ができる。
・家族、日課、趣味などの個人的なトピックについて、(必ずしも正確ではないが)なじみのある表現
や基礎的な文を使って、質問したり、質問に答えたりすることができる。

CEFR-J　 【A1.1】
・基礎的な語句、定型表現を用いて、限られた個人情報(家族や趣味など)を伝えることができる.
・基礎的な語句、定型表現を用いて、簡単な情報(時間や日時、場所など)を伝えることができる。

・強勢 イントネーション,区 切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、英語らしく発音すること
ができる。
【簡単な語句や表現を英語らしく発音する】
①聞き手を意識して,強調したり繰り返したりして話すことができる。
【大切なところを強調して話すことができる。】
②尋ねられたことに対して,適 切に応答することができる。
【やさしい英語の質問・依頼・指示を聞いて、簡単な言葉や動作で応じる】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【買い物や道案内など特有の表現がよく使われる場面で,それらの表現を使って話す】
⑤適切な音量や明瞭さで話すことができる。
【適切な声量・アイコンタクト・表情を意識して話す】

GEFR-J　 【PreA1】
・アルファベットの大文字 ・小文字 、単語 のつづ りをブロック体で書くことができる。
・単語のつづりを1文 字ず つ発音 されれば 、聞いてその とおり書 くことができる。また書 いてあるも

の を写すことが できる。
GEFR-J　 【A1.1】
・住所 ・氏名 ・職業などの項 目が ある表を埋 めることができる。

・文字や符号を識別し,語 と語の区切りなどに注意して正しく書くことができる。
【アルファベットの大文字・小文字をブロック体で書く】
【書かれている簡単な語句や表現を正しく写す】
【1文字ずつ発音される単語のつづりを、聞いてそのとおりに書く】

5・6年 生

CEFR-J　 【A1,3】
・ゆっくりはっきりと話されれば、自分自身や自分の家族・学校・地域などの身の回りの事柄に関連した句や
表現を理解することができる。
・(買い物や外食などで)簡単な用をたすのに必要な指示や説明を、ゆっくりはっきりと話されれば、理解する
ことができる。
CEFR-J　 【A2.1】
・ゆっくりはっきりと放送されれば、公共の乗り物や駅や空港の短い簡潔なアナウンスを理解することができ
る。
・学校の宿題、旅行の日程などの明確で具体的な事実を、はっきりとなじみのある発音で指示されれば、要

②自然なロ調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確に聞き取ることができる。
【ゆっくりはっきりと話される英語を聞いて、内容を理解する】③
質問や依頼などを聞いて適切に応じることができる。

【やさしい英語の質問・依頼・指示を聞いて、簡単な言葉や動作で応じる】

CEFR-J　 【A1.2】
・簡単なポスターや招待状等の日常生活で使われる非常に短い簡単な文章を読み、理解することができる。
・身近な人からの携帯メールなどによる、旅の思い出などが書かれた非常に短い簡単な近況報告を理解す

ることができる。
CEFR-J　 【A1,3】
・簡単な語を用いて書かれた、スポーツ・音楽・旅行など個人的な興味のあるトピックに関する文章を、イラス
トや写真も参考にしながら理解することができる。
・簡単な語を用いて書かれた、挿絵のある短い物語を理解することができる。

①文字や符号を識別し,正しく読むことができる。
【アルファベットの大文字・小文字を識別し、簡単な単語を見つける】
【ロ頭活動で既に慣れ親しんだ簡単な単語を見つけたり、音読(発音)したりする】
③伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し,適切に応じることができる。
【絵や写真などの助けを借りながら、ロ頭活動で既に慣れ親しんだ簡単な単語や表現を読んで理解する】

CEFR-J　 【A1.2】
・基本的な語や言い回しを使って日常のやりとり(何ができるかできないかや色についてのやりとりなど),に
おいて単純に応答することができる。
・スポーツや食べ物などの好き嫌いなどのとてもなじみのあるトピックに関して,は っきり話されれば,限られ
たレパートリーを使って,簡単な意見交換をすることができる。
CEFR-J　 【A1.3】
・趣味、習いごとなどのなじみのあるトピックに関して、はっきりと話されれば、簡単な質疑応答をすることがで
きる。
・基本的な語や言い回しを使って,人 を誘ったり,誘いを受けたり,断ったりすることができる。

CEFR-J　 【A1.2】
・前もって発話することを用意した上で、限られた身近なトピックについて、簡単な語や基礎的な句を限られ
た構文を用い、簡単な意見を言うことができる.
CEFR-J　 【A1,3】
・前もって発話することを用意した上で、限られた身近なトピックについて、簡単な語や基礎的な句を限られ
た構文に用い、複数の文で意見を言うことができる.

①聞き手を意識して,強調したり繰り返したりして話すことができる。
【大切なところを強調して話すことができる.】
②尋ねられたことに対して,適 切に応答することができる。
【英語の質問・依頼・指示を聞いて、簡単な言葉や動作で応じる】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【買い物や道案内など特有の表現がよく使われる場面で,それらの表現を使って話す】
⑤適切な音量や明瞭さで話すことができる。
【適切な声量・アイコンタクト・表情を意識して話す】

CEFR-J　　A1,1
・自分について基本的な情報(名前、住所、家族など)を辞書を使えば短い句または文で書くことができる。
CEFR-J　 【A1.2】
・簡単な語や基礎的な表現を用いて、身近なこと(好き嫌い、家族、学校生活など)について短い文章を書く
ことができる。
・簡単な語や基礎的な表現を用いて、メッセージカード(誕生日カードなど)や身近な事柄についての短いメモ
などを書ける。
CEFR-J　 【A1,3】
・自分の経験について、辞書を用いて、短い文章を書くことができる。
・趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基礎的な表現を使って書くことができる。
・文字や符号を識別し,語 と語の区切りなどに注意して正しく書くことができる。
【アルファベットの大文字・小文字をブロック体で書く】
【書かれている簡単な語句や表現を正しく写す】
【1文字ずつ発音される単語のつづりを、聞いてそのとおりに書く】
・語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くことができる。
【辞書などの助けを借りながら、ロ頭活動で既に慣れ親しんだ簡単な単語や表現を書く】
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中学校1年生

CEFR-J　【A1.3】
・ゆっくりはっきりと話されれば、自分自身や自分の家族・学校・地域などの身の回りの事柄に関連した句や表現を理解することができる.
・(買い物や外食などで)簡単な用をたすのに必要な指示や説明を、ゆっくりはっきりと話されれば、理解することができる。

①話されている内容から話し手の意向を聞き取ることができる。
【質問を聞いて意向を理解する】

②自然なロ調で話されたり読まれたりする英語を聞いて,情報を正確に聴き取ることができる。
【ゆっくりはっきりとした速さ】

③質問や依頼などを聞いて,簡単な言葉や動作などで適切に応じることができる。
【指示を聞いて,適切に行動する】

Classroom　 Listening

CEFR-」　【A1.3】
・簡単な語を用いて書かれた、スポーツ・音楽・旅行など個人的な興味のあるトピックに関する文章を、イラストや写真も参考にしながら理解する
ことができる。
・簡単な語を用いて書かれた、挿絵のある短い物語を理解することができる。

①文字や符号を識別し,正しく読むことができる。
【アルファベットの文字や形,各符号の持つ意味や使い方,正しい発音】

②意味内容にふさわしく音読することができる。
【語句や文】

③あらすじや大切な部分などを読み取ることができる。
【短い物語や短い説明文】

④書かれた内容から書き手の意向を読み取ることができる。
【メモや簡単な手紙または電子メール】

⑤文や文章を目的に応じた速さで読み取ることができる。
【メモや簡単な手紙または電子メール】

⑥話の内容や書き手の意見などを批判的に読むことができる。
【内容の適切な理解,簡単な感想や意見】

Classroom　 Reading

CEFR-」　【A1.3】
・趣味、部活動などのなじみのあるトピックに関して、はっきりと話されれば、簡単な質疑応答をすることができる。

　基本的な語や言い回しを使って,人を誘ったり,誘いを受けたり,断ったりすることができる。

CEFR-J　【A1.3】
・前もって発話することを用意した上で、限られた身近なトピックについて、簡単な語や基礎的な句を限られた構文に用い、複数の文で意見を言
うことができる。
・前もって発話することを用意した上で、日常生活に関する簡単な事実を、簡単な語や基礎的な句を限られた構文を用い、複数の文で描写でき
る。

①聞き手を意識して,強調したり繰り返したりして話すことができる.
【相手の要求に応じて繰り返したりして話す】
②尋ねられたことに対して,適切に応答することができる。
【身のまわりの事柄に関する質問に対して応答する】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【聞き直す、相手の発言を繰り返すなどの,コミュニケーションを円滑にする表現を使って話す】
④与えられたテーマについて,自分の意見や主張をまとまりよく話すことができる。
【事実を具体的に話す】
⑤適切な音量や明瞭さで話すことができる。

ClassroQm　 Speaking

CEFR-J　【A1.1】
・自分について基本的な情報(名前、住所、家族など)を辞書を使えば短い句または文で書くことができる。
CEFR-」　【A1.2】
・簡単な語や基礎的な表現を用いて、身近なこと(好き嫌い、家族、学校生活など)について短い文章を書くことができる。
・簡単な語や基礎的な表現を用いて、メッセージカード(誕生日カードなど)や身近な事柄についての短いメモなどを書ける。
CEFR-J　【A1.3】
　自分の経験について、辞書を用いて、短い文章を書くことができる。
・趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基礎的な表現を使って書くことができる。

①内容的にまとまりのある一貫した文章がかける。
【写真を見せて,見てわかること,それ以外の情報により,人物などの紹介をする】
②場面や状況にふさわしい表現を用いて書くことができる。
【聞いたり読んだりしたことについて、簡潔にメモを取る】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【メールなどで,相手の述べた事柄に対して,自分の感想とその理由を説明したり関連する情報を書く】

Classroom　 Writing(Note　 Taking)

中学校2年生

GEFFJ　 【A2.1】
・ゆっくりはっきりと放送されれば、公共の乗り物や駅や空港の短い簡潔なアナウンスを理解することができる。
・学校の宿題、旅行の日程などの明確で具体的な事実を、はっきりとなじみのある発音で指示されれば、要点を理解することができる。

①話されている内容から話し手の意向を聞き取ることができる。
　【質問・指示・依頼を聞いて場面や状況に応じて相手の意向を理解する】
②自然なロ調で話されたり読まれたりする英語を聞いて,情報を正確に聴き取ることができる。
【ゆっくりはっきりとした速さ】

③質問や依頼などを聞いて,簡単な言葉や動作などで適切に応じることができる。
　【指示・質問・依頼を聞いて,簡単な言葉で応じる】
④まとまりのある英語を聞いて,概要や要点を適切に聴き取ることができる。
【聞き落としてはならない点:要点を理解する】

Specific　 Purpose　 Listening

GEFRトJ　【A2.1】
・簡単な語を用いて書かれた人物描写,場所の説明,日常生活や文化の紹介などの,説明文を理解することができる。
・簡単な語を用いて書かれた短い物語や伝記などを理解することができる。

①文字や符号を識別し,正しく読むことができる。
【英語の綴りを見て正しく発音する】

②意味内容にふさわしく音読することができる。
【対話文,物語】

③あらすじや大切な部分などを読み取ることができる。
【対話文,物語,説明文】

④書かれた内容から書き手の意向を読み取ることができる。
【手紙または電子メール】

⑤文や文章を目的に応じた速さで読み取ることができる。
【手紙または電子メール】

⑥話の内容や書き手の意見などを批判的に読むことができる。
【内容の適切な理解,感想や意見,賛否】

Fun　 Reading(Narrative)

GEFRトJ　 【A2.1】
・順 序 を表す 表 現 であるfirsUhen

,　nextな どのつ なぎ 言葉 や 「右 に曲 が って 」や 「まっすぐ行 って」な

ど の基 本 的な 表現 を使 って,単 純な 道 案内 をす ることがで きる。
・補 助 となる絵 や もの を用 い て

、基本 的 な情 報 を伝 え,ま た,簡 単 な意 見 交 換をす ることが でき る。

GEF臣J　【A2.1】
・一連の簡単な語句や文を使って、自分の趣味や特技に触れながら自己紹介をすることができる。
・写真や絵、地図などの視覚的補助を利用しながら、一連の簡単な句や文を使って、身近なトピック
(学校や地域など)について短い話をすることができる。

①聞き手を意識して,強調したり繰り返したりして話すことができる。
【相手の反応に応じて,大切なところを強調したり,わかりにくそうなところを繰り返したりして話す】
②尋ねられたことに対して,適切に応答することができる.
【読んだり聞いたりしたことなに関する質問に対して応答する】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【買い物や道案内など特有の表現がよく使われる場面で,それらの表現を使って話す】
④与えられたテーマについて,自分の意見や主張をまとまりよく話すことができる。
【事実に対して,それに対する気持ちや感想を関連づけて話す】

CQnventional　 Speaking

GEFRトJ　 【A2.1】

・日常 的 ・個人 的 な 内容 であ れ ば、招待 状 、私 的 な手 紙 、メモ、メッセー ジな どを簡単 な 英語 で書 くことが で きる。

・文 と文 をand
、　but.becauseな どの 簡単 な 接続 詞 でつ なげ るような書 き方 で あれ ば 、基 礎 的・具 体 的な 語彙 、簡単 な 句 や文 を使 った 簡 単な 英 語

で 、日記 や 写真 、事 物 の 説 明文 な どの まとま りの ある 文章 を書 くことがで きる。

①内容的にまとまりのある一貫した文章がかける。
【自分が体験したことについて,時間の流れに沿って書く】
②場面や状況にふさわしい表現を用いて書くことができる。
【自分が体験したことについて,自分の考えや気持ちを書く】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【新聞記事などを読み、理由を添えて,自分の意見を述べる】

Personal　 Written　 Conversation

中学校3年生

GEFR-J　 【A2.2】
・スポ ーツ ・料理 な どの一 連 の行 動 を

,ゆ っくりはっき りと指 示 され れ ば,指 示通 りに行 動 す ることがで きる。
・視 覚補 助 の ある作 業(料 理 ・工 作 など)の 指 示を,ゆ っくりは っきりと話され れ ば,聞 いて理 解 する ことが で きる。

①話されている内容から話し手の意向を聞き取ることができる。
　【質問・指示・依頼・提案を聞いて場面や状況に応じて相手の意向を理解する】
②自然なロ調で話されたり読まれたりする英語を聞いて,情報を正確に聴き取ることができる。
　【標準的な英語の適切な速さ】
③質問や依頼などを聞いて,簡単な言葉や動作などで適切に応じることができる。
【指示・質問・依頼・提案を聞いて,言葉や行動によって適切に応じる】

④まとまりのある英語を聞いて.概要や要点を適切に聴き取ることができる。
【要点とともに概要を聞き取る】

Daily　Listening　 Basic

GEFR-J　【A2.2】
・簡単な英語で表現されていれば、旅行ガイドブック、レシピなど実用的・具体的で内容が予想できるものから必要な情報を探すことができる.
・生活、趣味、スポーツなど、日常的なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

①文字や符号を識別し,正しく読むことができる。
【英語の綴りを見て正しく発音する】

②意味内容にふさわしく音読することができる。
【説明文,意見文,感想文,対話文,物語】

③あらすじや大切な部分などを読み取ることができる。
【対話文,比較的長い物語,比較的長い説明文】

④書かれた内容から書き手の意向を読み取ることができる。
【まとまりのある文】

⑤文や文章を目的に応じた速さで読み取ることができる。
【まとまりのある文】

⑥話の内容や書き手の意見などを批判的に読むことができる。
【内容の適切な理解,感想や意見,賛否,理由】

Specific　 Purpose　 Reading　 Basic

GEFR-J　【A2.2】
・簡単な英語で、意見や気持ちをやりとりしたり、賛成や反対などの自分の意見を伝えたり、物や人を
較べたりすることができる。
・予測できる日常的な状況(郵便局・駅・店など)ならば,さまざまな語や表現を用いてやり取りができる。

GEFR-J　【A2.2】
・写真や絵、地図などの視覚的補助を利用しながら、一連の簡単な語句や文を使って、自分の毎日
の生活に直接関連のあるトピック(自分のこと、学校のこと、地域のことなど)について、短いスピー
チをすることができる。
・一連の簡単な語句や文を使って、意見や行動計画を、理由を挙げて短く述べることができる.

①聞き手を意識して,強調したり繰り返したりして話すことができる。
【問いかけて相手の理解を確認しながら,必要に応じて他の表現に言い直すなどして話す】
②尋ねられたことに対して,適切に応答することができる。
【意見を尋ねる質問に対して応答する】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【生徒の身近な暮らしに関わる場面で,既習の語句や表現 文法事項などの知識を活用して話す】
④与えられたテーマについて,自分の意見や主張をまとまりよく話すことができる。
【自分の意見や主張を理由や具体例などと共に話す】

Personal　 Spoken　 Conversation

GEFR-J　【A2.2】
・身の回りの出来事や趣味、場所、仕事などについて、個人的経験や自分に直接必要のある領域での事柄であれば、簡単な描写ができる。
・聞いたり読んだりした内容(生活や文化の紹介などの説明や物語)であれば基礎的な日常生活語彙や表現を用い

て、感想や意見などを短く書くことができる。

①内容的にまとまりのある一貫した文章がかける。
【与えられたテーマについて,立場を表明し,理由を述べる】
②場面や状況にふさわしい表現を用いて書くことができる。
【手紙を読んで,書き手の疑問に答えたり,説明したり,困っていることに対し助言を与える】
③場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。
【聞いた内容について理由を添えて、感想や賛否を書く】

Sentence　 Writing
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高校1年生

CEFR-J　 【A2.2】
・ス ポーツ ・料 理な どの一 連の 行動 を,ゆっくりはっき りと指示 され れば,指 示通 りに行動 することができる 。
・視 覚補 助 のあ る作業(料 理 ・工作 など)の指 示を

,ゆ っくりはっきりと話 されれ ば 「聞 いて理 解す ることが できる。

【コミュニケーション英語1】
・質問

、依 頼,指 示な どを聞いて 「簡単 な言 葉 や動作 などで適 切 に応じることが できる 。
・出来事 や 物事 につい ての説 明 や様 々な 会話 を聞 いて,重 要 な語 句な どを手 がか りにして 概要 や要 点を理 解す ることが できる。

・情 報 と考 え,事 実 と意 見とを区別 し,整理 しな がら聞くことが できる。

Specific　 Purpose　 Listening

CEFR-J　 【A2.2】

・簡単 な英 語で 表現 され ていれ ば、旅行 ガイドブ ンク、レシピな ど実用 的 ・具 体的 で内容 が 予想 できるものか ら必要 な情 報を探 すことが できる。

・生活 、趣 味、ス ポーツな ど、日常 的な トピックを扱った文 章の 要点 を理解 した リ、必要 な情報 を取 リ出 した りすることがで きる。

【コミュニケーション英語1】・意味内容が相手に伝わるように音読することができる。
・その場の状況 聞き手の反応、話題,伝えようとする内容や気持ちなどに応じた適切な速度や声の大きさで音読することができる。
・説明などを読んで「特に重要な事実等を捉えることを通じ,全体の要旨を理解することができる。
・物語などを読んで,登場人物の言動やその言動の理由等を捉えることを通じ、概要や要点を理解することができる。
・つながりを示す語す語句に注意して文章を読み,論理がどのように展開しているかを把握することができる。
・説明などを読んで「事実と意見などを区別して内容を理解することができる。
・読んだ内容についての賛否や簡単な感想を述べることができるように,批判的に読むことができる。

Skimming,　 Specific　 Purpose　 Reading[ntermediate

CEFR-J　 【A2.2】

・簡 単な 英語 で 、意見 や気 持ちをや りとりした り、賛 成 や反 対などの 自分 の意 見を伝 えた り、物 や 人を

較べ たりすることができる 。
・予測 できる 日常的 な状況(郵 便 局 ・駅 ・店な ど)ならば、さまざまな語 や表 現を用 いて やり取りができ る。

CEFR-J　 【A2.2】

・写 真 や絵 、地 図などの 視覚 的補 助を利 用しなが ら、一連 の 簡単 な語 句や 文を使って 、自 分の 毎 日

の生 活に 直接 関連 のあ るトピック(自分の こと、学校 のこと、地 域の ことな ど)について 、短い スピー

チをすることが できる。
・一連 の簡 単な 語句 や文 を使 って 、意見 や行 動計 画を、理由 を挙 げて 短く述 べることがで きる。

【コミュニケーション英語1】
・相 手 の発 話に 対して適切 に応 答す ることが できる.
・情 報 や考 えなどにつ いて互 いに 質問 した り

、質問 に答え たりす ることが できる。
・聞いた り読 んだ りしたこと,学ん だことや 経験 したことに ついて,そ の概 要 や 自分の 意見 を話す ことがで きる。

【英語 表現1】
・与 えられ た話 題につ いて ,即興 で事 実や 意見 感情 などを伝え ることが できる。
・聞いた り読 んだ りしたこと

「学ん だことや 経験 したことに 基づき,情 報 や考 えなどをまとめ,ス ピーチをすることができ る。

Spontaneous　 Speech　 (Personal　 Talk)

CEFR-J　【A2.2】
・身の回りの出来事や趣味、場所、仕事などについて、個人的経験や自分に直接必要のある領域での事柄であれば、簡単な描写ができる。
・聞いたり読んだりした内容(生活や文化の紹介などの説明や物語)であれば基礎的な日常生活語彙や表現を用い
て、感想や意見などを短く書くことができる。

【コミュニケーション英語1】
・聞いた り読 んだ りしたこと,学ん だことや 経験 したことに ついて,そ の概 要 や 自分の 考え を簡 潔 に書くことがで きる。
・自分 が伝 えたい ことにつ いて

、話題 を明示 した 上で,そ れ に関す る意見 やそ の理 由を書 ことが できる.
・トピック・セ ンテンスや キーワ ードを適 切に 用い て,要 点が 明確 な文 章を書 くことが できる。

・つ なが りを示 す語 やフレーズ を適 切 に用い て,論 理の 展 開が 明確 な文章 を書くことがで きる。

【英語 表現1】
・読 み 手に 応じて書き 方を考慮 し「自分 の 伝えた いことが 適切 に伝 わる ように書 くことができる。
・読 み 手に情 報 を与 えた り

、説 得 した りするた めなど様 々な 目的 に適 した書 き方を選 択し、書 くことができる。

Quick　 Writing(word→phrase→sentence)

高校2年生

CEFR-J　 【B1、1】
・外国 の行 事や 習慣 などに関 する説 明の 概要 を、ゆっくりはっきりと話されれ ば、理解 することができる 。
・自分 の周 りで 話されて いる少 し長 めの議 論 でも、はっき りとなじみ の ある発音 であ れば 、その 要 点を理解 することができ る。

【コミュニケーション 英語 皿】
・事物 に関す る紹介 や報 告 ,対 話を聞い て,情 報や 考 えなどを理解 した り、概要 や要 点を捉 えたりすることがで きる。

Daily　 Listening

GEFR-J　 【B1.1】
・学習 を目的 として書 かれ た新 聞や 雑誌 の記 事の 要点 を理解 することができる

。
・ゲーム のや り方 、申込書 の記 入 のしかた 、ものの 組み 立て 方など 、簡潔 に書 かれ た手順 を理解 することがで きる。

【コミュニケーション英語皿】
・読む目的を設定された上で、速読や精読などその目的に応じた読み方を選択して「読むことができる。
・英文の意味や書き手の意図などを理解した上で,音声的な特徴などにも注意しながら,書き手の伝えたいことが相手に伝わるように音読や暗唱を
行うことができる。

Critical　 Reading,　 Specific　 Purpose　 Reading　 Advanced

GEFR-J　 【B1.1】
・身近 なトピック(学校 ・趣味 ・将来 の希 望)につ いて 、簡単 な英 語を幅広 く使 って意見 を表明 し、情報 を交換 することができる.

・個人 的に 関心 のある具 体 的な トピックに ついて 、簡単 な英 語を多様 に用 いて 、社交 的 な会話 を続ける ことが できる。

CEFR-J　 【B1.1】

・使える語 句 や表 現を繋 いで、自分 の経験 や 夢、希望 を順序 だて、話しを広げな がら、あ る程度 詳 しく語 ることが できる。

・自分 の考 えを事前 に準 備して、メモの 助け があれ ば 、聞き手 を混乱 させ ない ように 、馴染 み のある トピックや 自分 に関 心の ある事 柄に ついて語 ること

ができ る。

【コミュニケーション 英語 皿】
・多様 な考 え方が できる話 題に ついて

,ペアで 話し合い結 論 をまとめ ることがで きる。

【英語 表現 皿】
・与え られ た話 題に ついて,即 興 で伝 えたい 内容 を整 理 して論 理 的に話 すことができる 。
・聞いた り読 んだ りした こと,学 んだ ことや 経験 した ことに 基づき、情 報 や考 えなどをまとめ,プレゼ ンテー ションをすることがで きる。

Prepared　 Speech(Presentation)

CEFR-J　 【B1.1】
・自分 に直接 関わ りのある環 境(学 校 、職場 、地 域な ど)での 出来事 を、身 近な状 況 で使わ れ る語彙 ・文法 を用 いて 、ある程 度まとまりのあ るかたち

で、描 写す ることが できる。
・身近 な状況 で使 われ る語 彙・文 法を用い れば 、筋 道を立 てて、作業 の手 順な どを示 す説 明文 を書 くことができる 。

【コミュニケーション 英語 皿】
・論理 の一 貫性

,段 落の つなが りなどに注 目して,まとまりのある文 章を書 くことができる 。

【英語 表現 皿】
・ペアやグ ルー プで 文章 を読み 合い 、改善 点 を指 摘し合 うことで、自分で 文章 を推敲す ることができる。
・読み 手の 立場 に立ち 、文章 の 構成 や表 現な どを考 えなが ら書くことがで きる。

Academic　 Writing(Single　 Paragraph)

高校3年生

CEFR-J　 【B1.2】
・自然 な速 さの 録音 や 放送(天 気 予報 や空 港の アナウン スなど)を聞いて 、自分に 関心 のある 、具体 的 な情報 の大 部 分を聞き 取ることができる 。
・はっきりとな じみ のあ る発音 で話 され れ ば、身 近な トピックの短 いラジ オニュースな どを聞 いて 、要 点を理解 することができる 。

【コミュニケーション英語皿】
・事物に関する紹介や報告、対話や討論を聞いて,情報や考えなどを理解したり、概要や要点を捉えたりすることができる。

Academic　 Listening

CEFR-J　【B1.2】
・インターネットや参考図書などを調べて、文章の構成を意識ながら、学業や仕事に関係ある情報を手に入れることができる.必要であれば時に辞書をいて、図表と関
連づけながら理解することができる。
・平易な英語で書かれた長めの物語の筋を理解することができる。

【コミュニケーション英語皿】
・読む目的を明らかにした上で,速読や精読などその目的に応じた読み方を選択して,読むことができる。
・未知の後の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら読み進めることができる。

CEFR-J　 【B1.2】

病 院や 市役 所といった場 所に おいて 、詳細 にまた 自信 を持って、問題 を説 明す ることが できる。関連 する詳 細な情 報を提 供 して 、その 結果 として正 しい 置を受 けること

が できる.
・駅 や店 などの一 般的 な場 所で 、間違 った切 符の購 入 などとい ったサー ビスに関 する誤 りな どの問 題を、自信を持 って詳 しく説 明す ることが できる。相 が協 力 的であ れ

ば 、丁寧 に依 頼 したり、お 礼を言って 、正 しいもの やサ ービスを受 けることができ る。

CEFR-J　【B1.2】
・短い読み物か短い新聞記事であれば、ある程度の流暢さをもって、自分の感想や考えを加えながら、あらすじや要点を順序だてて伝えることができる。
・自分の関心事であれば、社会の状況(ただし自分の関心事〉について、自分の意見を加えてある程度すらすらと発表し、聴衆から質問がでれば相手に解できるよう
に答えることができる。

【コミュニケーション英語皿】
・多様な考え方ができる話題について、グループで話し合い結論をまとめることができる。
【英語表現皿】
・与えられた話題について,即興で伝えたい内容を整理して論理的に話すことができる。
・ディスカッションやディベートなどにおいて、多様な考え方ができる話題について、立場を決めて意見をまとめ,相手を説得するために意見を述べることができる。
・発表の仕方や討論のルール,それらの活動に必要な表現などを実際に活用することができる。

CEFR-J　 【B1.2】

・新 聞記 事や 映画 などについ て、専 門 的でな い語彙 や複 雑 でない文 法構 造 を用 いて 、自分 の意 見 を含 めて 、あらすじをまとめ たり、基 本的 な内 容を報告 した りす ること

が できる。
・物事 の 順序 に従って 、旅行 記や 自分 史 、身近 なエ ピソー ドな どの 物語 文 を、いくつ かのパ ラグラフで 書くことがで きる。また 、近 況を詳しく伝 える個人 的な 手紙 を書くこ

とができ る。

【コミュニケー ション英語 皿】
・論理 の 一貫 性

、段 落 のつな がりなどに注 目して、複 数 の段 落か らな る、まとまりのある 文章 を書 くことができ る。

【英語 表 現 皿】
・内容 を読み 返したり,他 の意 見を参 考に した りして,自 分で 文章 を推敲 することができる 。

・論 点や 根拠 などを明確 にするとともに ,文章 の 構成 や図 表との関 連,表 現 の工 夫な どを考 えな がら書 くことがで きる。

Academic　 Writin&(Multiparagraph)
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8.成 果と課題

　本研究では,広 く認知 されているCEFR-Jを 基軸 と

して新学習指導要領 との整合性を図 りながら,英 語を

用いて何ができるかとい う 「技能」の評価 を視点にし

て学習到達 目標の設定を試みた。

　また,学 校教育における評価の側面として,観 点別

学習状況の評価に資することが重要であると考え,授

業内外で行われる様々な評価方法を体系的に 「CAN-DO

リス ト」の中に位置づけられ るように工夫した。

　学習者の技能の高ま りを促すためには,良 質な言語

活動を授業で取 り入れ,継 続的かつ計画的な指導が必

須であるが,評 価においても評価機会を多く計画的に

設 けることにより,評 価結果は 目標を達成できたか否

かだけではなく,形 成的な評価 として学習者にフィー

ドバックされる必要がある。 このことによって,学 習

者は自己の学習状況を客観的に振 り返ることが可能に

な り,指 導者は指導の在 り方を振 り返 り指導の改善へ

とつながっていく。

　以上のことを考慮すると,本 研究で得 られた最大の

成果は,学 習到達目標 ごとに設定した評価 フレームの

構築であった。指導者は各々が 日々工夫した評価方法

を用いて授業内外で評価を行っているが,評 価フレー

ムの構築によって,特 にパフォーマンス ・テス トを行

う際のプロセスの透明化が図られ,評 価の妥当性や信

頼性が高まることが予想 され る。

　 しか しながら,CEFR-Jに 示 された能力記述子 と学

習指導要領を基に策定した能力記述子との問の整合性

については検証 されておらず,今 後集積 され る評価材

や評価結果を精査し,本 研究で作成 した 「CAN-DOリ

ス ト」の妥当性を高めることが今後の課題である。
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